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囲碁やビデオゲームなどのベンチマーク問題に対して成
果を挙げてきた AI 技術を、「産業界で実際に使ってもら
える形」に発展させることを目指して研究に取り組んで
います。具体的には、化学産業・鉄鋼業などのプロセス
産業におけるプラント操作の支援および自動化を対象
に、各プロセスの理論に基づいて構築されたシミュレー
タを活用した AI ベースの意思決定技術の開発を進めて
います。将来的には、これらの開発を通して得られた知
見を、天然のプラントともいえる生体システムへ展開す
ることも視野に入れています。

化学プロセス、鉄鋼プロセス、人工臓器、投薬

産業における複雑な意思決定を支える AI の開発
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•  線形音波、共鳴音波、せん断波などによって誘起さ
れる非定常希薄気体流れの解明を通した新しい流体
力学の創成

• 特定の流体機械に固有の問題を解決するための理論
ではなく、広い範囲の流体工学に関わる基礎的な問
題を解決するための基盤となる本質的な理論体系の
構築

• 気液界面で蒸発・凝縮をともなう非定常希薄気体流
れに対する一般理論の構築

 
 

流体工学分野

非定常希薄気体流れの解明を通した
新しい流体力学の創成
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＃流体力学 ＃希薄気体力学 ＃非定常流れ ＃蒸発・凝縮

46

先
読
み
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン


